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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体の吸入口及び吐出口を有するケーシングと、前記ケーシング内部に設置されるイン
ペラと、前記インペラを回転駆動させる駆動部とを備える自吸式ポンプであって、
前記インペラは、基部を中心として放射状に延び、回転方向側に前記流体を取り込む開放
空間を形成してなる羽根部と、前記羽根部の先端部相互を連結し、前記基部との間の所定
領域に開口部を形成する外周壁とを有し、
前記吸入口が設けられる前記ケーシングの吸入側室は、前記流体を前記インペラ側へと流
入させる吸入孔と、前記インペラの前記外周壁に対向し、前記インペラとの間に所定の間
隔を形成する隔壁とを有してなり、
前記インペラの回転により、前記間隔内の前記流体を加速させて噴流を発生させ、前記噴
流によって発生する負圧によって前記流体の残部を呼び込んで吸入することを特徴とする
自吸式ポンプ。
【請求項２】
　前記吸入側室は、前記吸入孔の開口領域を前方側へと拡開する開口壁部を有してなり、
前記隔壁は、前記吸入孔の径方向外側に位置し、前記間隔に発生される前記噴流の第１流
路と、前記隔壁と前記開口壁部との間に形成される受口部から前記流体の残部を下方側へ
と誘導する第２流路とを区画してなる請求項１に記載の自吸式ポンプ。
【請求項３】
　前記隔壁は、前記第２流路側へ向けて先端部が幅狭状に形成される請求項２に記載の自



(2) JP 6775813 B2 2020.10.28

10

20

30

40

50

吸式ポンプ。
【請求項４】
　前記隔壁は、前記吸入孔の径方向外側に位置し、前記インペラ側へと貫通する受口部を
有してなる請求項１に記載の自吸式ポンプ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自吸式ポンプに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、例えば、駆動部に連結される出力軸と、駆動部の一端側に設置されるケーシ
ングと、基部を中心として放射状に延び、回転方向側に前記流体を取り込む開放空間を形
成してなる羽根部と、前記羽根部の先端部相互を連結し、前記基部との間の所定領域に開
口部を形成する外周壁とを有するインペラと、インペラに面する端面に略Ｕ字状の移送溝
が夫々形成されるとともに、吸入孔と、インペラの回転によって生じる流体の流れに沿い
ながら吸入孔に向けて案内されるよう形成される螺旋状の導水路とを有し、インペラの前
方に位置し吸入側室を区画形成する第１プレートと、吐出孔を有してインペラの後方に位
置し吐出側室を区画形成する第２プレートと、圧送される流体が吸入側室へ逆流するのを
防止する逆流防止機構を備える自吸式ポンプが公知である（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－１４０７０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１の構造では、第１プレートが吸入孔に向けて形成される導水
路を有しており、当該導水路の深さが吸入室側の端面から吐出側室の端面にかけて、徐々
にその深さが大きくなるよう形成されるともに、導水路の幅は、導水路の始端から吸入孔
の上端部にかけて、徐々にその幅が狭くなるよう形成されるものであるため、自吸性能を
向上させるものであるが、第１プレートに対する吸入孔の開口領域が小さくなってしまい
、流量が制限されるものであり、揚水性能及び吐出流量の向上のための検討がなされたも
のではなかった。
【０００５】
　そこで、本発明はこのような問題点を解決するものであって、揚水性能の向上を図り、
吐出流量を向上させることができる自吸式ポンプを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記問題点を解決するために、本発明の請求項１に記載の自吸式ポンプは、流体の吸入
口及び吐出口を有するケーシングと、前記ケーシング内部に設置されるインペラと、前記
インペラを回転駆動させる駆動部とを備える自吸式ポンプであって、前記インペラは、基
部を中心として放射状に延び、回転方向側に前記流体を取り込む開放空間を形成してなる
羽根部と、前記羽根部の先端部相互を連結し、前記基部との間の所定領域に開口部を形成
する外周壁とを有し、前記吸入口が設けられる前記ケーシングの吸入側室は、前記流体を
前記インペラ側へと流入させる吸入孔と、前記インペラの前記外周壁に対向し、前記イン
ペラとの間に所定の間隔を形成する隔壁とを有してなり、前記インペラの回転により、前
記間隔内の前記流体を加速させて噴流を発生させ、前記噴流によって発生する負圧によっ
て前記流体の残部を呼び込んで吸入することを特徴とするものである。
【０００７】
　また、本発明の請求項２に記載の自吸式ポンプは、請求項１に記載の自吸式ポンプにお
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いて、前記吸入側室は、前記吸入孔の開口領域を前方側へと拡開する開口壁部を有してな
り、前記隔壁は、前記吸入孔の径方向外側に位置し、前記間隔に発生される前記噴流の第
１流路と、前記隔壁と前記開口壁部との間に形成される受口部から前記流体の残部を下方
側へと誘導する第２流路とを区画してなるものである。
【０００８】
　また、本発明の請求項３に記載の自吸式ポンプは、請求項２に記載の自吸式ポンプにお
いて、前記隔壁は、前記第２流路側へ向けて先端部が幅狭状に形成されるものである。
【０００９】
　また、本発明の請求項４に記載の自吸式ポンプは、請求項１に記載の自吸式ポンプにお
いて、前記隔壁は、前記吸入孔の径方向外側に位置し、前記インペラ側へと貫通する受口
部を有してなるものである。
                                                                                
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の自吸式ポンプでは、吸入口が設けられるケーシングの吸入側室は、流体をイン
ペラ側へと流入させる吸入孔と、インペラの外周壁に対向し、インペラとの間に所定の間
隔を形成する隔壁とを有してなるので、インペラの回転により、間隔内の流体を加速させ
て噴流を発生させ、噴流の負圧によって流体の残部を呼び込んで吸入することができる。
これにより、揚水性能の向上を図ることができ、吐出流量を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施例における自吸式ポンプの分解斜視図である。
【図２】本発明の実施例における自吸式ポンプの横断面図である。
【図３】本発明の実施例における自吸式ポンプの第１中間ケーシングの（ａ）前方側斜視
図、（ｂ）後方側斜視図である。
【図４】本発明の実施例における自吸式ポンプの第２中間ケーシングの（ａ）前方側斜視
図、（ｂ）後方側斜視図である。
【図５】本発明の実施例における自吸式ポンプのインペラの（ａ）斜視図、（ｂ）右側面
図である。
【図６】本発明の実施例における自吸式ポンプのインペラの一部破断斜視図である。
【図７】本発明の実施例における自吸式ポンプの一部断面左側面図である。
【図８】本発明の実施例における自吸式ポンプの作動状態を示す縦断面図である。
【図９】本発明の別実施例における自吸式ポンプの第１中間ケーシングの前方斜視図であ
る。
【図１０】本発明のさらに別実施例における自吸式ポンプの第１中間ケーシングの（ａ）
前方斜視図、（ｂ）後方斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態における自吸式ポンプを図面に基づいて説明する。図１は、
自吸式ポンプの分解斜視図である。図２は、自吸式ポンプの横断面図である。図３は、第
１中間ケーシングの斜視図である。図４は、第２中間ケーシングの斜視図である。図５は
、インペラの（ａ）斜視図、（ｂ）右側面図である。図６は、インペラの一部破断斜視図
である。図７は、自吸式ポンプの一部断面左側面図である。図８は、自吸式ポンプの作動
状態を示す縦断面図である。図９は、別実施例における第１中間ケーシングの斜視図であ
る。図１０は、さらに別実施例における第１中間ケーシングの斜視図である。
【００１３】
　当該自吸式ポンプは、図１及び図２に示すように、ケーシングにおける吸入側室側の流
路と吐出側室側の流路とが直列接続されるものである。当該自吸式ポンプにおいて、ケー
シングにおける吸入側室側を前方とし、吐出側室側を後方とする。
【実施例】
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【００１４】
　本発明の実施例に係る自吸式ポンプは、図１及び図２に示すように、主に、流体の吸入
口１４及び吐出口１５を有するケーシング１０と、ケーシング１０内部に設置されるイン
ペラ４０と、インペラ４０を回転駆動させる駆動部５０とを備えて構成される。
【００１５】
　ケーシング１０は、図１及び図２に示すように、前壁１１と後壁１２とを連結する周壁
１３とから構成され、中空の略円筒状に形成される。また、前壁１１には、外側方向に向
けて開口される吸入口１４が設けられ、後壁１２には、同様にして外側方向に向けて形成
される吐出口１５が設けられる。また、本実施例においては、吸入口１４と吐出口１５と
は同方向に開口するよう設けられるが、これに限られるものではない。
【００１６】
　また、後壁１２には、前壁１１側に向かって延びる出力軸５１が挿通されてなる。当該
出力軸５１には駆動部５０が連結されており、これにより後述のインペラ４０は回転自在
とされる。また、出力軸５１には、後壁１２との間にシール部材（図示しない）が設けら
れる。その他、駆動部５０については従来と同様であるので、その説明を省略する。
【００１７】
　また、ケーシング１０内においては、吸入口１４側に出力軸５１が挿通される第１内部
壁２１が前方側の周壁１３に設置されるとともに、吐出口１５側に出力軸５１が挿通され
る第２内部壁３１が後方側の周壁１３に設置される。また、第１内部壁２１と第２内部壁
３１との間には、出力軸５１により回転自在となるインペラ４０が固定される。これによ
り、ケーシング１０内は、吸入口１４から第１内部壁２１に至るまでの吸入側室ＩＡと、
第２内部壁３１から吐出口１５に至るまでの吐出側室ＤＡとにそれぞれ区画される。すな
わち、ケーシング１０内において、吸入側室ＩＡと吐出側室ＤＡとが直列に配置される。
【００１８】
　本実施例においては、ケーシング１０は、前方ケーシング１６と、中間ケーシング１７
及び後方ケーシング１８とから構成される。当該ケーシング１０は、これらがボルト等の
固定手段により連結することで構成される。
【００１９】
　前方ケーシング１６は、前方側が前壁１１により閉塞されるとともに、後方側が開口し
てなり、当該周壁には外側に向けて開口される吸入口１４が設けられる。また、中間ケー
シング１７は、第１中間ケーシング２０と第２中間ケーシング３０とから構成され、第１
中間ケーシング２０と第２中間ケーシング３０との間にインペラ４０が収容される。第１
中間ケーシング２０と第２中間ケーシング３０の内径は、インペラ４０が回転可能となる
よう、インペラ４０の外径と略同径となるよう形成される。このとき、流体とインペラ４
０との摩擦力を向上させるため、両ケーシング２０、３０の内径とインペラ４０の外径と
の間隙を微小なものとすることが望ましい。
【００２０】
　また、後方ケーシング１８は、後方側が後壁１２により閉塞されるとともに、前方側が
開口してなり、当該周壁には外側に向けて開口される吐出口１５が設けられる。また、後
壁１２には、前方側に向かって延びる出力軸５１が挿通されてなり、後方ケーシング１８
の後方側に位置する出力軸５１には駆動部５０が設置される。
【００２１】
　第１中間ケーシング２０は、図１及び図３に示すように、インペラ４０の前方側におけ
るケーシング１０内にて吸入側室ＩＡを区画形成する第１内部壁２１が設けられる。当該
第１内部壁２１は、略中央部に出力軸５１が挿通される貫通孔２２が形成され、出力軸５
１の近傍には吸入孔２３が形成される。当該吸入孔２３は、インペラ４０の回転によって
流体を吸入するため、吸入側室ＩＡ側からみて貫通孔２２の左上領域に形成される。また
、吸入孔２３の中心位置は、貫通孔２２の中心位置から所定距離だけ上方に偏心させ、こ
の中心から上方の開口領域を減少させるようにして形成される。
【００２２】
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　また、吸入側室ＩＡ側における第１内部壁２１の端面には、インペラ４０の回転によっ
て生じる流体の流れに沿いながら、吸入孔２３に向けて案内されるよう螺旋状の導水路２
４が形成される。当該導水路２４は、吸入側室ＩＡ側からみて、吸入孔２３の下方から反
時計回り方向であって、貫通孔２２の上方にかけて、第１中間ケーシング２０の内径に沿
って形成される。
【００２３】
　また、吸入孔２３における下方側の導水路２４は、吸入孔２３の開口領域を前方側へと
拡開させるようにして、後述の受口部２６を形成する開口壁部２５が設けられる。すなわ
ち、開口壁部２５側から反時計回り方向の吸入孔２３側にかけて、徐々にその深さが大き
くなるようにして導水路２４が形成される。
【００２４】
　本実施例においては、開口壁部２５は、吸入孔２３における近傍の端面から縦壁部２５
ａが前方側へ突設され、当該縦壁部２５ａの前方端部と第１中間ケーシング２０の内径と
を連結するようにして横壁部２５ｂが設けられている。これにより、吸入孔２３を前方側
へ大きく開口させた形状とし、受口部２６を形成している。そして、受口部２６を形成す
る横壁部２５ｂにおける前方側の端面から反時計回り方向の貫通孔の上方にかけて、徐々
にその深さが大きくなるように螺旋状の導水路２４が形成される。
【００２５】
　また、第１中間ケーシング２０には、第１中間ケーシング２０の内径から貫通孔２２側
に向けて、吸入孔２３の一部を隔てるようにして隔壁２７が設けられる。当該隔壁２７は
、横壁部２５ｂよりも後方に形成されており、これにより、横壁部２５ｂと隔壁２７との
間に受口部２６を形成している。このとき、インペラ４０における前方側の端面から受口
部２６における横壁部２５ｂの上端部までの寸法は、開口領域を確保し流体の流入量を増
加させる観点から、少なくとも後述の間隔２９の寸法より大きく設定されることが望まし
い。
【００２６】
　また、当該受口部２６における横壁部２５ｂの幅寸法は、図７に示すように、少なくと
もインペラ４０における外周壁４５の幅寸法よりも幅広に形成される。より好ましくは、
横壁部２５ｂの幅寸法は、吸入孔２３の内側円弧線に近接するように形成される。これに
より、受口部２６の開口領域を大きくすることができるので、流体の流入量を増加させる
ことができ、望ましい。
【００２７】
　また、隔壁２７は、インペラ４０の外周壁４５に対向する位置にて形成されており、隔
壁２７の下方端部２７ａは横壁部２５ｂの上端部と略同等の位置となるよう形成される。
これにより、図８に示すようにして、横壁部２５ｂの上端部よりインペラ４０側の下方側
へと第２流路Ｙを形成することができ、後述する噴流によって、受口部２６へと流体を流
入させ易いものとすることができる。より詳細には、隔壁２７の下方端部２７ａは、横壁
部２５ｂの上端部より上方位置となるよう形成される。係る際には、揚水性能が低下する
ものの、キャビテーションの発生を抑制することができる。また、隔壁２７の下方端部２
７ａは、横壁部２５ｂの上端部と同等、若しくは当該上端部より下方位置となるよう形成
される。係る際には、揚水性能を向上させることができるものの、キャビテーションが発
生し易いものとなる。
【００２８】
　また、隔壁の下方端部２７ａは、図７に示すように、先端にかけて幅狭状であって、下
方に向けて凸状となるよう円弧状に形成されることが望ましい。これにより、キャビテー
ションの発生を抑制することができる。さらに、隔壁２７の内側縁２７ｂは、後述するイ
ンペラ４０の外周壁４５の内側縁に沿うよう、円弧状に形成されることが望ましい。すな
わち、隔壁２７の下方端部２７ａを横壁部２５ｂの上端部より下方位置となるよう形成す
るとともに、隔壁２７の下方端部２７ａを先端にかけて幅狭状であって、下方に向けて凸
状となるよう円弧状に形成されることが望ましい。これにより、揚水性能を向上させると
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ともに、キャビテーションの発生を抑制することができる。
【００２９】
　そして、インペラ４０側における第１内部壁２１の端面には、図３（ｂ）に示すように
、吸入孔２３及び受口部２６から取り込まれた流体を加圧しながら移送するよう略Ｕ字状
の移送溝２８が形成される。当該移送溝２８は、上方が受口部２６に連通するよう形成さ
れるとともに、流体を効率よく移送させるために、吸入孔２３側の一端から他端にかけて
、溝の深さが小さくなるよう設定される。具体的には、移送溝２８は、一端が受口部２６
に連通して形成され、他端に向けて徐々に溝の深さが小さくなるよう設定される流路が連
続することで形成される。
【００３０】
　すなわち、吸入側室ＩＡ側における第１内部壁２１においては、略中央部に出力軸５１
が挿通される貫通孔２２の端面より前方側に受口部２６を形成する開口壁部２５を設ける
ことで、当該開口壁部２５から吸入孔２３側に向けて案内されるよう螺旋状の導水路２４
が形成されるとともに、インペラ４０の外周壁４５に対向する位置にて吸入孔２３の一部
を隔てる隔壁２７が連続して形成されるものである。このようにして形成される第１内部
壁２１は、図７に示すように、吸入側室ＩＡ側からみて、インペラ４０の外周壁４５に対
向する位置にて、導水路２４及び隔壁２７が連続して形成されるとともに、インペラ４０
の開口部４２に対向する位置にて、吸入孔２３が形成されるものである。
【００３１】
　第２中間ケーシング３０は、図１及び図４に示すように、インペラ４０の後方側におけ
るケーシング１０内にて吐出側室ＤＡを区画形成する第２内部壁３１が設けられる。当該
第２内部壁３１は、略中央部に出力軸５１が挿通される貫通孔３２が形成され、第１内部
壁２１の吸入孔２３と左右対称となる位置に吐出孔３３が形成される。また、吐出孔３３
の中心位置は、貫通孔３２の中心位置と略同等に位置してなり、例えば、この中心から上
方の開口領域を減少させるようにして形成される。
【００３２】
　また、図４（ａ）に示すように、第２内部壁３１における吸入側室ＩＡ側の端面には、
吸入側室ＩＡ側から取り込まれた流体を加圧しながら移送するよう略Ｕ字状の移送溝３４
が形成される。当該移送溝３４は、同様にして上方が閉塞するよう形成されるとともに、
流体を効率よく移送させるために、吐出孔３３側に対向位置する一端から他端にかけて、
溝の深さが小さくなるよう設定される。
【００３３】
　また、同図（ｂ）に示すように、第２内部壁３１における吐出側室ＤＡ側の端面には、
インペラ４０の回転によって生じる流体の流れに沿いながら、吐出孔３３から排出される
よう螺旋状の導水路３５が形成される。
【００３４】
　インペラ４０は、複数の羽根部４１に開口部４２を有してなり、直列配置される吸入側
室ＩＡと吐出側室ＤＡにおいて、吸入側室ＩＡ側の流体を吐出側室ＤＡ側へと送り込むも
のである。具体的には、インペラ４０は、基部４３を中心として放射状に延び、回転方向
側に流体を取り込む開放空間４４を形成してなる羽根部４１と、羽根部４１の先端部相互
を連結し、基部４３との間の所定領域に開口部４２を形成する外周壁４５とを有してなる
ものである。
【００３５】
　本実施例においては、図５に示すように、インペラ４０は、基部４３を中心として放射
状に延びる複数の羽根部４１を有してなる。当該基部４３には、出力軸５１を挿通するた
めの貫通孔４６が形成され、当該貫通孔４６には出力軸５１を結合するためのキー溝４７
が形成される。
【００３６】
　羽根部４１は、基部４３における幅寸法と略同等の長さ寸法を有してなり、インペラ４
０の回転方向側に開放空間４４が形成されるよう円弧状に形成され、所定の間隔をもって
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、基部４３における外周の全面に亘って設けられる。また、インペラ４０には、隣接する
相互の羽根部４１を連結するように外周壁４５が設けられる。当該外周壁４５は、基部４
３における幅方向の略中央部に位置し、羽根部４１の先端側を略二等分するようにして設
けられる。これによって、基部４３と外周壁４５との間の所定領域に開口部４２が形成さ
れる。
【００３７】
　また、インペラ４０は、従来と同様にして、インペラの反回転方向側に傾斜し、基部の
前縁側に位置する第１羽根（図示しない）と、基部の後縁側に位置する第２羽根（図示し
ない）とを連結させ、基部側の所定領域に開口部を有する構成とすることができるのは勿
論である。
【００３８】
　逆流防止機構は、吐出側室ＤＡ側から吸入側室ＩＡ側へと流体が逆流するのを防止又は
抑制するものである。当該逆流防止機構は、公知の接触形シール部、非接触形シール部等
を採用することができる。
【００３９】
　具体的には、図２に示すように、インペラ４０の基部４３に第１内部壁２１の挿通孔２
２を挿通するボス状とし、当該基部４３の外周に当該挿通孔２２との境界に接触形シール
部（図示しない）を設けることで構成される。接触形シール部には、例えば、メカニカル
シール、リップパッキン等の成形パッキン、グランドパッキン等を採用することができる
。これにより、インペラ４０と第１内部壁２１との前後方向の間隙から基部４３に沿って
吸入側室ＩＡ側へと逆流するのを抑制することができる。
【００４０】
　また、基部４３の外周及び第１内部壁２１の挿通孔２２に非接触形シール（図示しない
）を設けることもできる。非接触形シール部には、例えば、ラビリンスシール等を採用す
ることができる。これにより、接触形シール部と同様にして、吸入側室ＩＡ側へと逆流す
るのを抑制することができる。
【００４１】
　このようにして構成される自吸式ポンプは、図１及び図２に示すように、中間ケーシン
グ１７における第１内部壁２１と第２内部壁３１の間にて、インペラ４０が出力軸５１に
回転自在に連結される。このとき、吸入孔２３と吐出孔３３が左右対称となるよう配置さ
れる。
【００４２】
　また、図７に示すように、第１内部壁２１の吸入孔２３及び隔壁２７とインペラ４０の
開口部４２との関係においては、吸入孔２３の内側円弧線が基部４３の外周線に一致する
、又は外周線より外径方向に位置するよう設定される。また、隔壁２７における円弧状の
内側縁２７ｂを投影させた位置に開口部４２の外側線の少なくとも一部が重合するよう設
定される。これにより、吸入孔２３から流路にかけての流体を案内しやすいものとするこ
とができる。また、第２内部壁３１の吐出孔３３とインペラ４０の開口部４２との関係に
おいても同様である。
【００４３】
　当該自吸式ポンプの作動について、図２、図７及び図８に基づいて以下に説明する。自
吸式ポンプは、通常運転となる揚水運転と、起動開始から揚水運転へ移行するまでの自吸
運転とを行う。当該自吸運転においては、インペラ４０が図７の反時計回り方向（図８中
手前方向から奥方向）に回転することで、吸入側室ＩＡ側に負圧がかかりながら内部の流
体（気液混合水）がインペラ４０に吸い込まれ、インペラ４０の遠心力と摩擦力によって
、流路から吐出側室ＤＡ側へと吐出される。このようなインペラ４０によって流体内に空
気が取り込まれ、流体と空気が混合された気液混合水を吐出する自吸運転においては、従
来と同様であるので、その説明を省略する。
【００４４】
　また、揚水運転については、自吸運転における気液混合水が吐出され、空気が混合され
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ることのない流体のみの状態となり、自吸運転と同様にして、インペラ４０の回転により
、吸入側室ＩＡ側から吐出側室ＤＡ側へと吐出される。
【００４５】
　より詳細には、図８に示すように、回転するインペラ４０の遠心力と摩擦力によって、
流体は中間ケーシング１７内の外径方向へと運ばれ、隔壁２７とインペラ４０との間隔２
９にて、前方側の羽根部４１との摩擦により第１流路Ｘを形成し、吸入孔２３側から吐出
孔３３側へと反時計回り方向に運ばれる。このとき、第１流路Ｘにおいては、隔壁２７と
インペラ４０との間の所定の間隔２９を介し、当該間隔２９内の流体を加速させて噴流を
発生されることができ、当該噴流によって発生する負圧によって、流体の残部を開口壁部
２５と隔壁２７との間に形成される受口部２６から第２流路Ｙへと呼び込むことができる
。これにより、揚水性能の向上を図ることができ、吐出流量を向上させることができる。
【００４６】
　後に、インペラ４０側における第１内部壁２１の端面においては、移送溝２８が徐々に
溝の深さが小さくなるように設定されているため、これにより流体が押し出されて、イン
ペラ４０の開口部４２を介して後方側へと流れ込む。
【００４７】
　そして、インペラ４０の後方側においては、同様にして、流体が回転するインペラ４０
の後方側の羽根部４１との摩擦により、第２内部壁３１の移送溝３４へと運ばれる。そし
て、移送溝３４内の流体は、反時計回り方向に運ばれ、当該移送溝３４が徐々に溝の深さ
が小さくなるよう設定されているため、流体は加圧されながら圧送され、吐出孔３３から
吐出側室ＤＡ側へと吐出される。
【００４８】
　以上、説明した本発明に係る自吸式ポンプによれば、吸入口１４が設けられるケーシン
グ１０の吸入側室ＩＡは、流体をインペラ４０側へと流入させる吸入孔２３と、インペラ
４０の外周壁４４に対向し、インペラ４０との間に所定の間隔２９を形成する隔壁２７と
を有してなるので、インペラ４０の回転により、第１流路Ｘとなる間隔２９内の流体を加
速させて噴流を発生させることができる。これにより、従来のように吸入孔の開口領域が
小さくなってしまう場合であっても、当該噴流の負圧によって流体の残部を開口壁部２５
と隔壁２７との間に形成される受口部２６から第２流路Ｙへと呼び込んで吸入することが
できる。結果として、揚水性能の向上を図ることができ、吐出流量を向上させることがで
きる。
【００４９】
　また、上述した実施例において、第１中間ケーシング２０、第２中間ケーシング３０、
インペラ４０を構成する羽根部４１の形状、寸法、材質等を適宜変更して実施することが
可能である。第１中間ケーシング２０の開口壁部２５においては、縦壁部２５ａ及び横壁
部２５ｂから構成されるものであったが、これに限られるものではない。例えば、縦壁部
２５ａ及び横壁部２５ｂを一連の円弧状の壁部から構成することもできるし、これに限ら
れない。すなわち、隔壁２７の前方側にて開口領域を形成し、隔壁２７との間で受口部２
６を形成するよう開口壁部２５が形成されていればよい趣旨である。
【００５０】
　また、第１中間ケーシング２０の受口部２６においては、開口壁部２５を設けることで
隔壁２７との間に形成するものであったが、これに限られるものではない。例えば、図９
に示すように、第１内部壁２１の略中央部に出力軸５１が挿通される貫通孔２２が形成さ
れ、当該貫通孔２２の左上領域に吸入孔２３が形成される第１中間ケーシング２０ａにお
いて、吸入孔２３に向けて案内されるよう螺旋状の導水路２４と、吸入孔２３の外径方向
に位置する隔壁２７とを連続して形成することもできる。
【００５１】
　係る際に、第１中間ケーシング２０ａにおいては、隔壁２７にインペラ４０側へと貫通
する受口部２６ａが形成される。当該受口部２６ａは、複数個を設けることができるのは
勿論である。また、隔壁２７には、流体の流速が急激に変化するのを防止するため、受口
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【００５２】
　これにより、インペラ４０の回転により、隔壁２７とインペラ４０との間における第１
流路Ｘとなる間隔２９内の流体を加速させて噴流を発生させることができ、当該噴流の負
圧によって流体の残部を隔壁２７の受口部２６ａから呼び込んで吸入することができる。
その他の作用、効果については、開口壁部２５と隔壁２７にて受口部２６を形成するもの
と同様である。すなわち、開口壁部２５と隔壁２７による受口部２６を形成することなく
、同様の効果を奏することができる。
【００５３】
　また、第１中間ケーシング２０における開口壁部２５、受口部２６、隔壁２７等は、第
１内部壁２１に形成されるものであったが、これに限られるものではない。例えば、これ
らは、ケーシング１０の吸入側室ＩＡ内に形成されるものであれば、その設置箇所は特に
制限されるものではない。上記実施例においては、自吸式ポンプの構造を簡略化させるた
めに、これらが第１内部壁２１に形成されるものである。また、第２中間ケーシング３０
の第２内部壁３１についても同様である。
【００５４】
　より具体的には、図１０に示すように、吸入口１４から吸入される流体が吸入孔２３、
受口部２６へと直接流入されるよう、前壁１６を備える第１中間ケーシング２０ｂを構成
することもできる。係る際には、上記実施例における導水路２４が形成されることなく、
自吸式ポンプの構造をより簡略化することができる。
【００５５】
　また、自吸式ポンプにおいては、ケーシング１０における吐出側室ＤＡ側を前方側に設
置し、吸入側室ＩＡ側を後方側に設置することができるのは勿論である。
【００５６】
　更に、一部構成を省略することができるし、一部抽出した構成とすることができるのは
勿論である。
【符号の説明】
【００５７】
１０　　ケーシング
１４　　吸入口
１５　　吐出口
２３　　吸入孔
２５　　開口壁部
２６、２６ａ　受口部
２７　　隔壁
２９　　間隔
４０　　インペラ
４１　　羽根部
４２　　開口部
４３　　基部
４４　　開放空間
４５　　外周壁
５０　　駆動部
Ｘ　　　第１流路
Ｙ　　　第２流路
ＩＡ　　吸入側室
ＤＡ　　吐出側室
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